―学校給食の安全を守るためにー

放射能汚染が心配される食材への対応について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．食材への対応についての考え方
・児童や生徒が毎日食べる学校給食では、安心・安全な食材を使用することが求められます。市では、放射能汚染が心配される食材への対応について、次のように考えています。

・現在、市場に流通している食材は、生産地や流通段階でのサンプリング調査により規制値を超えるものは出荷制限などの措置がされており、基本的に安全であると判断しています。平成２４年４月からは放射性セシウムに関する新たな基準が施行されましたが、市場に流通している食材は基本的に安全であるとの判断に変わりはありません。
・食材は、基本的に産地などを制限することなく使用していますが、野菜など放射能汚染が心配される食材については安全性を確認するため、可能なものについては生産地のＪＡや生産者団体が自主的に行う放射能検査の測定結果を提出するよう納入業者に依頼しています。また、野菜以外の食材についても産地確認を行うなど安全性の確保に努めています。
・本年１０月２６日からは、放射能測定器を導入し、１７都県の青果物等を対象に放射能測定を行なっています。
２．食材の使用状況について

	ごはん
	愛知県学校給食会が地元のＪＡから買い上げた愛知県産の米を使用しています。現在使用している米については、給食会が専門機関に委託し放射性物質についての検査を行った結果、安全であるとの報告を受けています。

	麺類及びパン
	原材料として外国産小麦を中心に北海道や愛知県産の小麦を使用し製造されています。

	牛　乳
	愛知県内の酪農業者で生産された生乳のみを使用しています。また、乳牛の餌となる配合飼料や牧草はオーストラリアなど海外から輸入されたものを使用しています。

	野　菜
	使用する時期や種類により生産地は全国各地に及び、愛知県内や特定の地域だけに限定して賄うことは難しいため、季節に応じて各地で生産されたものを使用しています。これらの野菜については、安全性を確認するため、納入業者を通じ必要に応じて放射能測定結果等の安全証明を提出するよう依頼しています。

	肉　類
	汚染された牛肉が流通していた問題を受け、平成２３年９月以降は豚肉及び鶏肉のみを使用し、平成２４年４月からはオーストラリア産の牛肉も使用しています。豚肉は愛知及び鹿児島県産、鶏肉については、鹿児島、宮崎県産が大部分を占めています。

	魚介類
	魚の切り身やフライ用の加工品などメーカーで製造された食材を使用しています。これらの食材は、原材料の段階で国が定める基準に基づき生産地(水揚げ地)の各自治体等がモニタリング検査を行っており、さらにメーカーによる自主検査などにより安全性が確保されていると考えています。なお、今後はさらなる情報収集により一層の安全性の確保に努めます。

	


